一 、 山小屋 

鳥の 声が あんまり やかまし いので 一 郎は眼 を さまし 

ました。 

もうす つかり 夜が あけて ゐ たのです。 

小屋の 隅から 三本の 青い 日光の 棒が 斜めに まっすぐ 

に 兄弟の 頭の 上 を 越して 向 ふの 萱 の 壁の 山刀 や はむ ば 

きを 照らして ゐ ました。 

ま 1 こ 

土間の まん 中で は搰が 赤く 燃えて ゐ ました。 日光の 

棒 も そのけ むりの ために 青く 見え、 また そのけ むり は 

いろいろな かたちに なって ついつ いと その 光の 棒の 中 



櫓 夫 はい やさう に 顔をしかめて 何 かぶつぶ つ 云って 

ゐ ましたが たうとう うすく 眼 を 開きました。 そしてい 

かに もび つ くりした らしく 

「ほ、 山 さ 来 てらた もな ご とつぶ やきました。 

「昨夜、 今朝方 だ※ 〔# 小 書き 平仮名た、 240-7U がな、 

火 あ 消 でら たな、 覚だ がご 

一 郎が云 ひました。 

「知らない ご 

「寒くて さ。 お父さん 起ぎ て 又 燃やした やう だ つ 

け あ。」 

櫓 夫 は 返事し な いで 何 か ぼんやり ほかの こと を 考え 



てゐる やうでした。 

そ ど かせ 

「お父さん 外で 稼い でら。 さ、 起ぎ ベ ご 

「うん ご 

いつ-しょ 

そこで 一 一人 は 一 所に くるまつ て 寝た 小さな 一 枚の 布 

団 から 起き 出しました。 そして 火の そばに 行きました _ 

櫓 夫 はけむ さう にめ を こすり 一 郎 はじ つ と 火 を 見て ゐ 

たのです。 

外で は 谷川が ごうごうと 流れ 鳥が ツンツ ン鳴 きまし 

た。 

き ん 

その 時には かに まぶしい 黄金の 日光が 一 郎の足 もと 

に 流れて 来ました。 



顔 を あげて 見ます と 入口が パ ッと あいて 向 ふの 山の 

雪が つんつんと 白く か > やき お父さん がまつ 黒 に 見え 

ながら 入って 来たので した。 

「起ぎ だのが。 昨夜 寒ぐな いがつ たが。 」 

「い-え ご 

「火 あ 消 でら たもな。 おれあ 二度 起ぎ で 燃やした。 さ 

すす まま 

あ、 口 漱げ、 飯 でげ でら、 櫓 夫 ご 

「うん ご 

「家 ど 山 ど どっち あゆい ご 

「山の 方 あい、 い※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 241-7U とも 学 

校 さ 行 がれない もな ご 



するとお 父さんが 鍋 を 少し あげながら 笑 ひました。 

一郎 は 立ち あがって 外に 出ました。 櫓 夫 も つづいて 出 

ました。 

何とい ふきれ いでせ う。 空が まるで 青び かりで ツル 

ツルして その 光 は ツンツ ンとー 一人の 眼に しみ 込み また 

太陽 を 見ます とそれ は 大きな 空の 宝石の やうに 橙 や 

緑 やか、 V やきの 粉 をち らし まぶし さに 眼 をつ むります 

あ をぐ ろ 

と 今度 は その 蒼 黒い くらやみの 中に 青 あ をと 光つ て 見 

える のです、 あたらしく 眼 を ひらいて は 前の 青 ぞらに 

きき やう き ん 

桔梗 いろ や 黄金 や たくさんの 太陽の かげ ぼ ふ しがくら 

くらと ゆれて か、 つ てゐ ます。 



一 郎 はかけ ひの 水 を 手に うけました。 かけ ひから は 

つららが 太い 柱に なって 下までと ゾき、 水 はすき と 

ほ つ て 日に か、 V やき また ゆげ をた てて いかにも 暖かさ 

うに 見える のでした がま こと はつめ たく 寒い のでした。 

一 郎 はすば やく 口 を そ、 ぎ それから 顔 も あら ひました。 

それから あんまり 手が つめたい のでお 日 さまの 方へ 

延ばしました。 それでも 暖まりませんで したから のど 

にあて ました。 

なら を 

その 時 櫓 夫 も 一 郎の とほり まね をして やって ゐ まし 

たが、 たうとう つめたくて やめて しま ひました。 まつ 

たく 櫓 夫の 手 は 霜 やけで 赤く ふくれて ゐ ました。 一 郎 



に はかに そのいた y きに パッ とけむ りか 霧の やうな 

白い ぼんやりした ものが あら はれました。 

それから しばらくた つ てフィ ー とする ど い 笛の やう 

な 声が 聞え て 来ました。 

すると 櫓 夫が しばらく 口 を ゆがめて 変な 顔 をして ゐ 

ましたが たうとう どうした わけ かしく しく 泣き はじめ 

ました。 一 郎も 変な 顔 をして 櫓 夫 を 見ました。 

お父さんが そこで 

「何した、 家 さ 行ぐ だぐな つたの が、 何した ご と たづ 

ねました が 櫓 夫 は 両手 を 顔に あてて 返事 もしないで 

却って ひどく 泣く ばかりでした。 



「何した、 櫓 夫、 腹痛い がご 一 郎も たづね ましたが やつ 

ぱリ 泣く ばかりでした。 

お父さん は 立って 櫓 夫の 額に 手 を あてて 見て それ か 

らし つ かり 頭 を 押へ ました。 

すると だんだん 泣き やんで つ ひに はた y しくしく泣 

きじゃくる だけにな りました。 

「何して 泣いだ。 家 さ 行ぐ だいぐな つたべ あなご お 

父さんが 云 ひました。 

「うんに や ご 槽夫は 泣きじゃくりながら 頭 を ふりま 

した。 

「どごが 痛くて がご 



がったら 又 おれあ 迎 いに 行が はんて ない ご 

あした は 月曜日で すから 一 一人と も 学校へ 出る ために 

家 へ 帰らなければ ならな い のでした。 

「そだら 行がん すご 一郎が 云 ひました。 

「うん、 それ がら 家 さ 戻ったら お母さん さ、 ついでの 

のこぎり け 

人 さた のんで 大きな 方の 鋸 をよ ごして 呉ろ つて 云へ 

やい な、 ぃゝ が。 忘れな よ。 家まで 丁度 一時 半 か、 V ら 

は※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 246-2U て ゆっくり 行っても 三 

時間 半に あ 戻れる。 のど あ 乾いでも 雪た ベな やい ご 

なら を 

「うん ご 櫓 夫が 答へ ました。 櫓 夫 はもう すっかり 

きげん 

機嫌 を 直して ピ ョ ンピ ョ ン 跳んだり して ゐ ました。 



てからう しろから 「どう ご と 云 はれた のでと まり まし 

た。 兄弟 は 雪の 中から みちに あが リニ 人と ならんで 

立って ゐた馬 もみち にあがりました。 ところが 馬 を 引 

いた 人た ちはいろ いろ 話 を はじめました。 

兄弟 はしば らく は、 立って 自分た ちの 方の 馬の 歩き 

出す の を 待って ゐ ましたが あま リ 待ち遠しかった ので 

たうとう 少しづつ あるき 出しました。 あと はもう 峠 を 

一つ 越えれば すぐ 家でした し、 一里 もない のでした か 

ら それに 天気 も 少し は 曇 つたつ てみ ち はま つ すぐに 

つ 、v いて ゐ るので したから 何でもな いと 一 郎も思 ひま 

した。 



馬 を ひいた 人 は 兄弟が 先に 歩いて 行く の を 一 寸 よこ 

めで 見て ゐ ましたが すぐ あとから 追 ひつく つもりら し 

くだ ま つ て 話 を つ 、v けました。 

樯夫 はもう 早くう ちへ 帰りた いらし くどん どん 歩き 

出し 一 郎も たびたび うしろ を ふリか へ つ て 見ました が 

馬が 雪の 中で 茶い ろの 首 を 垂れ 二人の 人が 話し合って 

白い 大きな 手 甲が ちら つ と 見えたり する だけでした か 

らゃ つ ばり 歩いて 行きました。 

みち はだん だん のぼりに なりつ ひに はすつ かリ 坂に 

ひざ 

なりました ので 櫓 夫 はたびた び 膝に 手 を つっぱって 

「うん うん」 と ふざける やうに しながら のぼりました。 



一 郎も そのうし ろから はあはあ 息をついて 

「よう、 坂道、 よう、 山道」 なんて 云 ひながら 進んで 

行きました。 

けれども たうとう 櫓 夫 は、 つかれて くるりと こっち 

を 向いて 立ち どま リま したので、 一郎 はいきな リ ひど 

くぶ つ つかりました。 

「疲 いが。」 一 郎も はあはあしながら 云 ひました。 来 

みち 

た 方 を 見る と路は 一 すぢ ずう つ と 細く つ いて 人 も 馬 も 

もう 丘の かげに なって 見えませんでした。 いちめん 

まつ 白な 雪、 (それ は大 へんく らく 沈んで 見えました。 

空が すっかり 白い 雲で ふ さが り 太陽 も 大きな 銀の 盤 の 



やうに くもって 光って ゐ たのです) が なだらかに 起伏 

しその ところどころに 茶い ろの 栗 や 柏 の 木が 三本 四 

本づ つちら ば つ てゐる だけ じ つに しいんとして 何とも 

いへ ない さびしい のでした。 けれども 櫓 夫 は その 丘の 

自分た ちの 頭の 上から まっすぐに 向 ふ へ かけおりて 行 

ぴき たか 

く 一 疋の鷹 を 見た とき 高く 叫びました。 

「しつ、 鳥 だ。 しゅう ご 

一郎 はだ まって ゐ ました。 けれども しばらく 考えて 

から 云 ひました。 

「早ぐ 峠 越える ベ。 雪 降って 来る ぢ よご 

ところが 丁度 そのと きです。 まっしろに 光って ゐる 



薄くな つた やうでした。 それでも 二人の 雪沓 は 早く も 

一 寸も 埋まりました。 

だんだんいた y きに 近くなります と 雪 を かぶ つ た 黒 

い ゴ リゴ リの 岩が たびたび みちの 両が はに 出て 来 まし 

た。 

二人 はだ まって なるべく 落ち着く やうに して 一 足づ 

つ のぼりました。 一郎 はばたば た 毛布 をう ごかして か 

ら だから 雪 を はら つたり しました。 

そしてい、 こと はもう そこが 峠の いた y きでした。 

「来た 来た。 さあ、 あど あ 平ら だぞ、 櫓 夫 ご 

一郎 はふり かへ つて 見ました。 櫓 夫 は 顔 を まっかに 



に はかに 空の ほうで ヒィゥ と 鳴 つ て 風が 来ました。 

雪 はまる で 粉の やうに けむりの やうに 舞 ひあがり くる 

しくて 息 もっかれ ずき ものの すきまから は ひやひやと 

からだに は ひりました。 兄弟 は 両手 を 顔に あてて 立ち 

どま つ てゐ ましたが や つ と 風が すぎた ので 又 あるき 出 

さう とするとき こんど は： j 刖ょリ 一 そう ひどく 風が やつ 

て 来ました。 その 音 は おそろしい 笛の やう、 二人の か 

らだも 曲げられ 足 もと を さらさら 雪の 横にな がれる の 

さへ わかりました。 

たうげ のいた y き はまった くさつ き考へ たのと はち 

がって ゐ たのです。 櫓 夫 は あんまり こ、 ろぼ そくな つ 



一 郎は 云って いきなり 櫓 夫の 手 をと つて 走り出さう 

としました がもうた y の 一 足です ぐ 雪の 中に 倒れて し 

まひました。 

櫓 夫 は ひどく 泣き だしました。 

「泣ぐな。 雪 はれる うぢ 此処に 居るべし 泣ぐな ご 一 

郎 はしつ かりと 櫓 夫 を 抱いて 岩の 下に 立って 云 ひまし 

た。 

風が もう まるでき ちが ひの やうに 吹いて 来ました。 

いき もっけず 一 一人 は どんどん 雪 を かぶりました。 

「わがない。 わがない ご 櫓 夫が 泣いて 云 ひました。 

その 声 もまる でち ぎる やうに 風が 持つ て 行つ てし まひ 



なら を 

ました。 一郎 は 毛布 を ひろげて マントの ま、 櫓 夫 を 抱 

きしめました。 

一 郎 はこのと き はもう ほんた うに 一 一人と も 雪と 風で 

死んで しま ふの だと 考えて しま ひました。 いろいろな 

どうろう 

ことが まるで ま はり 燈 籠の やうに 見えて 来ました。 正 

まレけ 

月に 二人 は 本家に 呼ばれて 行って みんなが みかん をた 

ベた とき 樯 夫が すばやく 一 つたべ てし まっても 一 つ を 

取った ので 一 郎 はいけ ない とい ふやう に ひどく 目で 

叱った のでした、 そのと きの 櫓 夫の 霜 やけの 小さな 赤 

い 手な どが はっきり 一 郎に 見えて 来ました。 いきが 苦 

しくて まるで えら えらす る 毒 をのんで ゐる やうでした _ 



一郎 はいつ か 雪の 中に 座って しまって ゐ ました。 そし 

て 一 そう 強く 櫓 夫 を 抱きしめました。 

三、 うすあかりの 国 

けれども けれども そんな こと はまる で まるで 夢の や 

うでした。 いっかつ めたい 針の やうな 雪の こな もなん 

だか なまぬるくな リ櫓夫 も そばに 居 なくなって 一 郎は 

た、 V ひとり ぼんやり くらい 藪の やうな ところ を あるい 

て 居りました。 

そ y J は 黄色に ぼやけ て 夜 だ か 昼 だ か 夕方 かも わから 



の 自分の 泣きながら はだしで 走 つ て 行つ て ぼろぼろの 

布が 風で うしろへ なびいて ゐる 景色 を 頭の 中に 考 へて 

一 そう 恐ろしく かなしくて たまらなくな りました。 

「櫓 夫お。」 一郎 は 又 叫びました。 

「兄※ 〔# 小 書き 平仮名な、 255-15r」 かすかな かすかな 

声が 遠くの 遠くから 聞え ました。 一郎 は そっちへ かけ 

出しました。 そして 泣きながら 何 べん も 「櫓 夫お、 櫓 

夫お ご と 叫びました。 返事 はかす かに 聞え たり 又 返 

事した のか どうか 聞えなかった りしました。 

一郎の 足 はまる で まつ 赤に なって しま ひました。 そ 

してもう 痛い かどう かも わからず 血 は 気味 悪く 青く 



ではありませんでした。 却って 一郎 はから だ 中 凍った 

やうに 立ちす くんで しま ひました。 すぐ 眼の 前 は 谷の 

くぼち 

やうに な つ た 窪地でした がその 中 を 左から 右の 方へ 何 

ともい へずいた ましい なり をした 子供ら が ぞろぞろ 追 

はれて 行く のでした。 ゎづ かば かりの 灰い ろの きれ を 

からだに つけた 子 も あれば 小さな マントば かり はだか 

に 着た 子 も ありました。 瘠せて 青ざめて 眼ば かり 大き 

あか ひざ 

な 子、 髪の 赭ぃ 小さな 子、 骨の 立った 小さな 膝 を 曲げ 

る やうに して 走って 行く 子、 みんな からだ を 前に まげ 

て おどおど 何 か を 恐れ 横 を 見る ひ まもなくた V ふかく 

ふかくた め 息をついたり 声を立てないで 泣いたり、 ぞ 



ろ ぞろ追 はれる やうに 走って 行く のでした。 みんな 一 

きずつ 

郎の やうに 足が 傷いて ゐ たのです。 そして 本た うに 

恐ろしい こと は その子 供ら の 間 を 顔の まつ 赤な 大きな 

とげ よろ ひ 

人の かたちの ものが 灰い ろの 棘の ぎざぎざ 生えた 鎧 

を 着て、 髪な ど はまる で 火が 燃えて ゐる やう、 た、 V れ 

た やうな 赤 い 眼 をして 太い 鞭 を 振りな が ら 歩いて 行く 

のでした。 その 足が 地面に あたる とき は 地面 はがり が 

リ 鳴りました。 一 郎 はもう 恐ろし さに 声 も 出ませんで 

した。 

櫓 夫ぐ らゐの 髪の ち V れた 子が 列の 中に 居ました が 

あんまり 足が 痛む と 見えて たうとう よろよろ つま づき 



ました。 そして 倒れさう になって 思 はず 泣いて 

「痛い よう。 おつか さんご と 叫んだ やうでした。 す 

ると すぐ 前 を 歩いて 行った あの 恐ろしい もの は 立ち ど 

まって こっち を 振り向きました。 その子 は よろよろし 

て 恐ろし さに 手 を あげながら うしろ へ 遁げ ようとし ま 

たち ま 

したら 忽 ちその 恐ろしい ものの 口が ぴく つ とうごき 

ば つ と 鞭が 鳴って その子 は 声 もな く 倒れても だえ まし 

た。 あとから 来た 子供ら は それ を 見ても た、 V ふらふら 

と 避けて 行く だけ 一 語 も 云 ふ ものが ありませんでした。 

倒れた 子 はしば らく もだえて ゐ ましたが それでもい つ 

かさつ きの 足の 痛みな ど は 忘れた やうに 又 よろよろと 



とまって しっかり 櫓 夫 を 抱きました。 その 恐ろしい も 

の は觀を ぴくぴく動かし 歯 をむ き 出して 咆 える やうに 

叫んで 一郎の 方に 登って 来ました。 そしてい つか 一郎 

と 櫓 夫と はっか まれて 列の 中に 入って ゐ たのです。 こ 

とに 一 郎 のかな しかった こと はどうした のか 櫓 夫が 歩 

ける やうに なって はだしで その 痛い 地面 を ふんで 一 郎 

の 前 を よろよろ 歩いて ゐる ことでした。 一郎 は みんな 

と 一 緒に 追 はれて あるきながら 何 べん も 櫓 夫の 名 を 低 

く 呼びました。 けれども 櫓 夫 はもう 一郎の ことな ど は 

忘れた やうでした。 た V たびたび おびえる やうに うし 

ろに 手 を あげながら 足の 痛 さに よろめきながら 一 生け 



てゐ ました。 

一 郎 はまぶ しい やうな 気がして 顔 を あげられません 

でした。 その 人 はは だしでした。 まるで 貝殻の やうに 

白く ひかる 大きな すあしでした。 くびす のと ころの 肉 

はか > やいて 地面まで 垂れて ゐ ました。 大きな まつ 白 

なす あしだった のです。 けれども その 柔らかな すあし 

は 鋭い 鋭い 瑪瑙の かけら を ふみ 燃え あがる 赤い 火 を ふ 

や とげ 

んで 少しも 傷つかず 又 灼けませんでした。 地面の 棘 さ 

へ 又 折れませんでした。 

「こ はい こと はない ぞご 微かに 微かに わら ひながら 

ひとみ 

その 人 は みんなに 云 ひました。 その 大きな 瞳 は 青い 



「みんな ひどく 傷 を 受けて ゐる。 それ はお まへ たちが 

自分で 自分 を 傷つけ たの だぞ。 けれども それ も 何でも 

なら を 

ない、」 その 人 は 大きな まつ 白な 手で 櫓 夫の 頭 をな で 

ました。 櫓 夫 も 一郎 も その 手の かすかに ほほの 花のに 

ほひの する の を 聞きました。 そして みんなの からだの 

なま. 

傷 はすつ かり 齑っ てゐ たのです。 

一 人の 鬼が いきなり 泣いて その 人の 前に ひざ ま づき 

ました。 それから 頭 をけ はしい 瑪瑙の 地面に 垂れ その 

光る 足 を 一 寸手 でいた y きました。 

き ん 

その 人 は 又 微かに 笑 ひました。 すると 大きな 黄金い 

ろの 光が 円い 輪に なって その 人の 頭の ま はりに か、 り 



ました。 その 人 は 云 ひました。 

「こ、 は 地面が 剣で できて ゐる。 お前た ち は それで 足 

やから だ を やぶる。 さう お前た ち は 思って ゐる、 けれ 

ども こ の 地面 はまる つ きり 平らな の だ。 さあ ご覧。 」 

その 人 は 少し か、 V んで その まつ 白な 手で 地面に 一 つ 

輪 を かきました。 みんな は 眼 を 擦った のです。 又 耳 を 

疑が つたので す。 今までの 赤い 瑪瑙の 棘で でき 暗い 火 

の 舌 を 吐いて ゐ たかなし い 地面が 今 は 平らな 平らな 波 

一 つ 立たない まつ 青な 湖水の 面に 変リ その 湖水 は どこ 

くじゃく いし しま 

まで つづく のか はて は 孔雀石の 色に 何条 もの 美しい 縞 

しんきろう 

になり、 その上に は 蜃気楼の やうに そしても つと はつ 



立って ゐ ました。 そこに 見える どの 人よりも 立派で し 

ルビ， I ささ 

た。 金と 紅 宝石 を 組んだ やうな 美しい 花 皿 を 捧げて 天 

あ を 

人た ちが 一 郎 たちの 頭の 上 をす ぎ 大きな 碧 や 黄金の は 

なびら を 落して 行きました。 

その はなびら は しづかに しづかに そら を 沈んで まゐ 

りました。 

さっきの うすくら い 野原で 一 緒だった 人た ちはい ま 

みな 立派に 変って ゐ ました。 一郎 は 櫓 夫 を 見ました。 

き ん やうら く 

櫓 夫が やはり 黄金い ろの きもの を 着、 瓔珞も 着けて ゐ 

たのです。 それから 自分 を 見ました。 一郎の 足の 傷 や 

问か はすつ かりな ほ つ て いま はまつ 白に 光り その 手 は 



まば ゆく い ゝ句だ つたので す。 

みんな はしば らくた > よろこびの 声 を あげる ばかり 

でした がそのう ちに 一 人の子が 云 ひました。 

「此処 はまる でい、 ん だな あ、 向 ふに あるの は 博物館 

かしら ご 

お ま わら 

その 巨き な 光る 人が 微笑って 答へ ました。 

「うむ。 博物館 も ある ぞ。 あらゆる 世界の できごとが 

みんな 集ま つ て ゐるご 

に は 

そこで 子供ら は 俄かに いろいろな こと を 尋ね 出し ま 

した。 一 人が 云 ひました。 

「こ、 に は 図書館 も あるの。 僕 アン デル ゼン のお はな 



前 はしば らく 兄さんと 別れなければ ならない。 兄さん 

はもう 一 度お 母さんの 所へ 帰 るんだ から ご 

その 人 は 一 郎に云 ひました。 

「お前 はも 一度 あの もとの 世界に 帰る の だ。 お前 はす 

とげ す 

なほない、 子供 だ。 よく あの 棘の 野原で 弟を棄 てな 

かった。 あの 時 やぶれた お前の 足 はい ま はもう はだし 

で 悪い 剣の 林 を 行く ことができ るぞ。 今 の 心 持 を 決し 

て 離れるな。 お前の 国に はこ、 から 沢山の 人た ちが 

行って ゐる。 よく 探して ほんた うの 道 を 習へ ご その 

人 は 一郎の 頭 を 撫でました。 一郎 はた ^ 手 を 合せ 眼 を 

伏せて 立って ゐ たのです。 それから 一郎 は 空の 方で 力 



一杯に 歌って ゐ るい、 声の 歌 を 聞きました。 その 歌の 

声 はだん だん 変り すべての 景色 はぼう つと 霧の 中の や 

うに 遠くな りました。 たゾ その 霧の 向 ふに 一本の 木が 

白く か、 V やいて 立ち 櫓 夫が まるで 光って 立派に な つ て 

立ちながら 何 か 云 ひたさう にかす かに わらって こ つち 

へ 一 寸手を 延ばした のでした。 

五、 峠 

「櫓 夫」 と 一郎 は 叫んだ と 思 ひましたら 俄かに 新しい 

まつ 白な もの を 見ました。 それ は 雪でした。 それから 



底本 ： 「宫沢 賢 治 全集 5」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1986 (昭和 S) 年 3 月お 日 第 ー 刷 発行 

1992 (平成 4) 年 3 月^日 第 6 刷 発行 

入力 ： あきら 

校正 ： 伊藤 時 也 

2000 年 2 月 4 日 公開 

2 oo 5 年^ 月^日 修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



